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平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 市 税 4,215,782 4,401,684 △ 185,902 31.4% △ 4.2%
 ２． 地 方 譲 与 税 123,800 146,700 △ 22,900 0.9% △ 15.6%
 ３． 利 子 割 交 付 金 11,700 11,700 0 0.1% 0.0%
 ４． 配 当 割 交 付 金 3,600 9,000 △ 5,400 0.0% △ 60.0%
 ５． 株式等譲渡所得割交付金 1,800 1,800 0 0.0% 0.0%
 ６． 地 方 消 費 税 交 付 金 330,000 366,300 △ 36,300 2.5% △ 9.9%
 ７． ゴルフ場利用税交 付金 5,400 5,400 0 0.0% 0.0%
 ８． 自 動 車 取 得 税 交 付 金 40,000 40,000 0 0.3% 0.0%
 ９． 地 方 特 例 交 付 金 36,600 39,600 △ 3,000 0.3% △ 7.6%
１０． 地 方 交 付 税 4,560,000 4,580,000 △ 20,000 33.9% △ 0.4%
１１． 交通安全対策特別交付金 7,800 7,800 0 0.1% 0.0%
１２． 分 担 金 及 び 負 担 金 326,405 327,118 △ 713 2.4% △ 0.2%
１３． 使 用 料 及 び 手 数 料 247,313 234,458 12,855 1.8% 5.5%
１４． 国 庫 支 出 金 1,303,833 639,820 664,013 9.7% 103.8%
１５． 県 支 出 金 843,905 694,548 149,357 6.3% 21.5%
１６． 財 産 収 入 4,832 8,593 △ 3,761 0.0% △ 43.8%
１７． 寄 附 金 501 601 △ 100 0.0% △ 16.6%
１８． 繰 入 金 1,509 15,703 △ 14,194 0.0% △ 90.4%
１９． 繰 越 金 160,000 160,000 0 1.2% 0.0%
２０． 諸 収 入 432,720 368,075 64,645 3.2% 17.6%
２１． 市 債 787,500 689,100 98,400 5.9% 14.3%

13,445,000 12,748,000 697,000 100.0% 5.5%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 議 会 費 177,046 178,851 △ 1,805 1.3% △ 1.0%
 ２． 総 務 費 1,424,159 1,384,112 40,047 10.6% 2.9%
 ３． 民 生 費 4,058,734 3,440,865 617,869 30.2% 18.0%
 ４． 衛 生 費 1,443,958 1,620,149 △ 176,191 10.7% △ 10.9%
 ５． 労 働 費 62,555 61,961 594 0.5% 1.0%
 ６． 農 林 水 産 業 費 758,124 641,143 116,981 5.6% 18.2%
 ７． 商 工 費 516,415 512,764 3,651 3.8% 0.7%
 ８． 土 木 費 1,411,277 1,227,033 184,244 10.5% 15.0%
 ９． 消 防 費 599,560 585,991 13,569 4.5% 2.3%
１０． 教 育 費 1,257,131 1,278,896 △ 21,765 9.4% △ 1.7%
１１． 災 害 復 旧 費 4 4 0 0.0% 0.0%
１２． 公 債 費 1,716,036 1,796,230 △ 80,194 12.8% △ 4.5%
１３． 諸 支 出 金 1 1 0 0.0% 0.0%
１４． 予 備 費 20,000 20,000 0 0.1% 0.0%

13,445,000 12,748,000 697,000 100.0% 5.5%

平成２２年度一般会計予算事項別明細総括表

款

（歳入）

（歳出）

(単位　千円、％）

歳 入 合 計

歳 出 合 計

款

－2－



平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 国 民 健 康 保 険 税 1,041,245 1,091,592 △ 50,347 25.6% △ 4.6%
 ２． 使 用 料 及 び 手 数 料 500 500 0 0.0% 0.0%
 ３． 国 庫 支 出 金 1,159,161 1,043,774 115,387 28.5% 11.1%
 ４． 療 養 給 付 費 交 付 金 205,487 240,640 △ 35,153 5.1% △ 14.6%
 ５． 前 期 高 齢 者 交 付 金 626,873 660,000 △ 33,127 15.4% △ 5.0%
 ６． 県 支 出 金 189,143 165,123 24,020 4.7% 14.5%
 ７． 共 同 事 業 交 付 金 497,524 446,207 51,317 12.3% 11.5%
 ８． 財 産 収 入 652 1,482 △ 830 0.0% △ 56.0%
 ９． 繰 入 金 286,356 201,207 85,149 7.1% 42.3%
１０． 繰 越 金 38,111 47,343 △ 9,232 0.9% △ 19.5%
１１． 諸 収 入 16,487 13,942 2,545 0.4% 18.3%

4,061,539 3,911,810 149,729 100.0% 3.8%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 総 務 費 27,583 27,446 137 0.7% 0.5%
 ２． 保 険 給 付 費 2,695,639 2,607,174 88,465 66.4% 3.4%
 ３． 後 期 高 齢 者 支 援 金 等 531,712 519,135 12,577 13.1% 2.4%
 ４． 前 期 高 齢 者 納 付 金 等 1,627 800 827 0.0% 103.4%
 ５． 老 人 保 健 拠 出 金 1,300 3,750 △ 2,450 0.0% △ 65.3%
 ６． 介 護 納 付 金 254,736 237,000 17,736 6.3% 7.5%
 ７． 共 同 事 業 拠 出 金 485,538 448,253 37,285 12.0% 8.3%
 ８． 保 健 事 業 費 33,449 37,267 △ 3,818 0.8% △ 10.2%
 ９． 財 産 費 652 1,482 △ 830 0.0% △ 56.0%
１０． 公 債 費 1 1 0 0.0% 0.0%
１１． 諸 支 出 金 9,302 9,502 △ 200 0.2% △ 2.1%
１２． 予 備 費 20,000 20,000 0 0.5% 0.0%

4,061,539 3,911,810 149,729 100.0% 3.8%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 交通災害共済事業収入 7,870 8,275 △ 405 95.0% △ 4.9%
 ２． 財 産 収 入 354 366 △ 12 4.3% △ 3.3%
 ３． 繰 入 金 57 57 0 0.7% 0.0%
 ４． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ５． 諸 収 入 1 1 0 0.0% 0.0%

8,283 8,700 △ 417 100.0% △ 4.8%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 事 業 費 8,283 8,700 △ 417 100.0% △ 4.8%

8,283 8,700 △ 417 100.0% △ 4.8%

（歳入）

平成２２年度国民健康保険事業特別会計予算事項別明細総括表

平成２２年度交通災害共済事業特別会計予算事項別明細総括表

（歳出）
款

歳 出 合 計

款

（歳出）
款

歳 出 合 計

歳 入 合 計

歳 入 合 計

(単位　千円、％）（歳入）
款

(単位　千円、％）

－3－



平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 支 払 基 金 交 付 金 891 3,283 △ 2,392 50.5% △ 72.9%
 ２． 国 庫 支 出 金 566 1,876 △ 1,310 32.1% △ 69.8%
 ３． 県 支 出 金 140 468 △ 328 7.9% △ 70.1%
 ４． 繰 入 金 162 572 △ 410 9.2% △ 71.7%
 ５． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ６． 諸 収 入 5 2,005 △ 2,000 0.3% △ 99.8%

1,765 8,205 △ 6,440 100.0% △ 78.5%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 総 務 費 17 95 △ 78 1.0% △ 82.1%
 ２． 医 療 諸 費 1,739 8,101 △ 6,362 98.5% △ 78.5%
 ３． 諸 支 出 金 9 9 0 0.5% 0.0%

1,765 8,205 △ 6,440 100.0% △ 78.5%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 分 担 金 及 び 負 担 金 28,836 17,344 11,492 1.8% 66.3%
 ２． 使 用 料 及 び 手 数 料 330,443 316,118 14,325 20.7% 4.5%
 ３． 国 庫 支 出 金 234,750 215,500 19,250 14.7% 8.9%
 ４． 繰 入 金 513,666 549,167 △ 35,501 32.2% △ 6.5%
 ５． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ６． 諸 収 入 6,141 7,894 △ 1,753 0.4% △ 22.2%
 ７． 市 債 480,800 463,100 17,700 30.2% 3.8%

1,594,637 1,569,124 25,513 100.0% 1.6%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 総 務 費 243,065 232,894 10,171 15.2% 4.4%
 ２． 建 設 費 489,651 446,115 43,536 30.7% 9.8%
 ３． 公 債 費 861,921 890,115 △ 28,194 54.1% △ 3.2%

1,594,637 1,569,124 25,513 100.0% 1.6%

款
（歳入）

平成２２年度老人保健事業特別会計予算事項別明細総括表
(単位　千円、％）

(単位　千円、％）
平成２２年度公共下水道事業特別会計予算事項別明細総括表

（歳出）
款

歳 出 合 計

歳 入 合 計

歳 出 合 計

歳 入 合 計

（歳出）
款

（歳入）
款

－4－



平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 分 担 金 及 び 負 担 金 30 100 △ 70 0.0% △ 70.0%
 ２． 使 用 料 及 び 手 数 料 20,156 20,209 △ 53 24.1% △ 0.3%
 ３． 繰 入 金 63,602 70,291 △ 6,689 75.9% △ 9.5%
 ４． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ５． 諸 収 入 1 1 0 0.0% 0.0%

83,790 90,602 △ 6,812 100.0% △ 7.5%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 農 業 集 落 排 水 事 業 費 31,091 30,984 107 37.1% 0.3%
 ２． 公 債 費 52,699 59,618 △ 6,919 62.9% △ 11.6%

83,790 90,602 △ 6,812 100.0% △ 7.5%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 分 担 金 及 び 負 担 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ２． 使 用 料 及 び 手 数 料 17,781 20,784 △ 3,003 76.6% △ 14.4%
 ３． 繰 入 金 5,427 1,223 4,204 23.4% 343.7%
 ４． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ５． 諸 収 入 2 2 0 0.0% 0.0%

23,212 22,011 1,201 100.0% 5.5%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 営 農 飲 雑 用 水 事 業 費 18,193 21,122 △ 2,929 78.4% △ 13.9%
 ２． 公 債 費 5,019 889 4,130 21.6% 464.6%

23,212 22,011 1,201 100.0% 5.5%

款

（歳出）

(単位　千円、％）

款

歳 入 合 計

歳 出 合 計

款

（歳入）
款

平成２２年度営農飲雑用水事業特別会計予算事項別明細総括表

（歳出）

歳 出 合 計

歳 入 合 計

(単位　千円、％）
平成２２年度農業集落排水事業特別会計予算事項別明細総括表
（歳入）

－5－



平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 介 護 保 険 料 470,105 463,134 6,971 17.2% 1.5%
２． 分 担 金 及 び 負 担 金 457 0 457 0.0% 皆増
 ３． 使 用 料 及 び 手 数 料 80 80 0 0.0% 0.0%
 ４． 国 庫 支 出 金 661,676 655,157 6,519 24.1% 1.0%
 ５． 支 払 基 金 交 付 金 800,040 792,749 7,291 29.2% 0.9%
 ６． 県 支 出 金 410,644 410,391 253 15.0% 0.1%
 ７． 財 産 収 入 276 450 △ 174 0.0% △ 38.7%
 ８． 繰 入 金 397,845 394,806 3,039 14.5% 0.8%
 ９． 繰 越 金 1 1 0 0.0% 0.0%
１０． 諸 収 入 5 434 △ 429 0.0% △ 98.8%

2,741,129 2,717,202 23,927 100.0% 0.9%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 総 務 費 25,646 25,189 457 0.9% 1.8%
 ２． 保 険 給 付 費 2,649,155 2,622,154 27,001 96.7% 1.0%
 ３． 財政安定化基金拠出金 1 1 0 0.0% 0.0%
 ４． 地 域 支 援 事 業 費 63,497 66,037 △ 2,540 2.3% △ 3.8%
 ５． 基 金 積 立 金 276 450 △ 174 0.0% △ 38.7%
 ６． 公 債 費 1 1 0 0.0% 0.0%
 ７． 諸 支 出 金 503 503 0 0.0% 0.0%
 ８． 予 備 費 2,050 2,867 △ 817 0.1% △ 28.5%

2,741,129 2,717,202 23,927 100.0% 0.9%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 後期高齢者医療保険料 259,258 254,558 4,700 69.4% 1.8%
 ２． 使 用 料 及 び 手 数 料 101 101 0 0.0% 0.0%
 ３． 繰 入 金 105,422 98,711 6,711 28.2% 6.8%
４． 繰 越 金 5,000 0 5,000 1.3% 皆増
５． 諸 収 入 4,073 1,734 2,339 1.1% 134.9%

373,854 355,104 18,750 100.0% 5.3%

平成２２年度 平成２１年度 比較増減 構成比 伸び率
 １． 総 務 費 4,008 3,856 152 1.1% 3.9%
 ２． 後期高齢者医療健康診査事業費 3,567 1,228 2,339 1.0% 190.5%
 ３． 後期高齢者医療広域連合納付金 365,774 349,515 16,259 97.8% 4.7%
 ４． 諸 支 出 金 505 505 0 0.1% 0.0%

373,854 355,104 18,750 100.0% 5.3%

歳 入 合 計
（歳出）

款

歳 出 合 計

平成２２年度後期高齢者医療事業特別会計予算事項別明細総括表
（歳入） (単位　千円、％）

款

款

歳 出 合 計

平成２２年度介護保険事業特別会計予算事項別明細総括表
（歳入） (単位　千円、％）

款

歳 入 合 計
（歳出）
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予算額 構成比 予算額 構成比 増   減 伸び率

人 件 費 2,729,553 20.3% 2,816,296 22.1% △ 86,743 △ 3.1%

扶 助 費 2,006,475 14.9% 1,388,922 10.9% 617,553 44.5%

公 債 費 1,716,036 12.8% 1,796,230 14.1% △ 80,194 △ 4.5%

小計① 6,452,064 48.0% 6,001,448 47.1% 450,616 7.5%

物 件 費 1,577,300 11.7% 1,427,360 11.2% 149,940 10.5%

維 持 補 修 費 451,589 3.4% 299,485 2.3% 152,104 50.8%

補 助 費 等 2,109,801 15.7% 2,501,266 19.6% △ 391,465 △ 15.7%

投 資 及 び 出 資 金 20,289 0.2% 20,387 0.2% △ 98 △ 0.5%

貸 付 金 246,024 1.8% 271,292 2.1% △ 25,268 △ 9.3%

積 立 金 1,894 0.0% 2,020 0.0% △ 126 △ 6.2%

繰 出 金 1,682,058 12.5% 1,444,831 11.3% 237,227 16.4%

予 備 費 20,000 0.1% 20,000 0.2% 0 0.0%

小計② 6,108,955 45.4% 5,986,641 46.9% 122,314 2.0%

小計①＋② 12,561,019 93.4% 11,988,089 94.0% 572,930 4.8%

投 資 的 経 費 ③ 883,981 6.6% 759,911 6.0% 124,070 16.3%

補               助 112,109 0.8% 62,771 0.5% 49,338 78.6%

単               独 718,809 5.4% 689,190 5.4% 29,619 4.3%

県営事業負担金 53,063 0.4% 7,950 0.1% 45,113 567.5%

合計①＋②＋③ 13,445,000 100.0% 12,748,000 100.0% 697,000 5.5%

平成２２年度 平成２１年度 比       較

一 般 会 計 性 質 別 経 費 調 

(単位　千円、％）

区           分
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補  助 単  独

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 建 設 整 備 費 補 助 金 28,355 28,355

神 室 荘 改 修 整 備 事 業 34,460 34,460

※ 農林水産業創意工夫プロジェクト支援事業費補助金 6,000 6,000

県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 助 成 金 10,101 10,101

※ 若 者 園 芸 実 践 塾 事 業 費 25,801 25,801

新 庄 農 業 水 利 事 業 農 家 負 担 軽 減 補 助 金 59,405 59,405

県 土 地 改 良 事 業 負 担 金 46,363 46,363

※ 美 し い 森 林 づ く り 基 盤 整 備 事 業 1,334 1,334

国 営 土 地 改 良 事 業 負 担 金 197,181 197,181

市 行 造 林 事 業 346 346

※ 森 林 整 備 促 進 ・ 林 業 再 生 事 業 6,652 6,652

神 室 山 避 難 小 屋 改 築 事 業 27,601 27,601

※ 省 エ ネ ・ グ リ ー ン 化 推 進 事 業 17,000 17,000

福 田 工 業 団 地 線 道 路 整 備 事 業 40,000 40,000

梅 ケ 崎 吉 沢 線 道 路 整 備 事 業 58,000 58,000

五 日 町 金 沢 線 道 路 整 備 事 業 45,000 45,000

泉 田 二 枚 橋 線 道 路 整 備 事 業 20,000 20,000

関 屋 小 檜 室 線 整 備 事 業 7,000 7,000

公 共 土 木 事 業 負 担 金 （ 道 路 ） 6,700 6,700

※ 公 営 住 宅 改 善 事 業 23,676 23,676

※ ロ ー タ リ ー 除 雪 車 整 備 事 業 35,500 35,500

沖 の 町 ・ 中 山 町 地 区 流 雪 溝 整 備 事 業 20,000 20,000

消 防 施 設 整 備 費 補 助 金 1,766 1,766

小 型 動 力 ポ ン プ 更 新 補 助 金 3,024 3,024

※ 新 庄 小 学 校 耐 震 補 強 事 業 100,000 100,000

※ 沼 田 小 学 校 耐 震 補 強 事 業 13,000 13,000

※ 北 辰 小 学 校 バ ッ ク ネ ッ ト 改 修 事 業 3,300 3,300

そ の 他 46,416 46,416

計 883,981 112,109 771,872

※印は新規事業

内    訳
事        業        名 事業費

一般会計投資的経費の内訳
（単位  千円）

－8－



特定財源 一般財源

コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業 7,500 7,500 0

市 営 バ ス 運 行 事 業 3,323 2,271 1,052

※ 緊 急 雇 用 創 出 事 業 臨 時 特 例 基 金 事 業 49,106 49,106 0
※ ふ る さ と 雇 用 再 生 特 別 基 金 事 業 37,390 37,390 0

重 度 心 身 障 害 ( 児 ) 者 医 療 給 付 事 業 87,143 42,973 44,170

障 害 者 自 立 支 援 給 付 事 業 319,401 238,810 80,591

地 域 生 活 支 援 事 業 23,911 14,095 9,816
高 齢 者 介 護 支 援 サ ー ビ ス 事 業 367,996 367,996

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 399,392 60,156 339,236

※ 子 ど も 手 当 支 給 事 業 524,080 524,080 0

子 育 て 支 援 医 療 給 付 事 業 50,709 25,246 25,463
母 子 家 庭 等 医 療 給 付 事 業 21,847 10,837 11,010
児 童 手 当 支 給 事 業 298,690 215,000 83,690
児 童 扶 養 手 当 支 給 事 業 170,000 56,666 113,334
わ ら す こ 広 場 管 理 運 営 事 業 22,040 2,076 19,964
健 康 増 進 事 業 48,874 21,591 27,283
夜 間 休 日 診 療 所 管 理 運 営 事 業 31,405 23,201 8,204
上 水 道 高 料 金 対 策 繰 出 金 等 158,744 158,744
容 器 包 装 リ サ イ ク ル 事 業 29,465 601 28,864
ご み 減 量 化 対 策 事 業 16,442 8,500 7,942
バ イ オ マ ス 活 用 生 ご み 収 集 事 業 4,699 4,699
エ コ ロ ジ ー ガ ー デ ン 推 進 事 業 6,527 1,058 5,469
農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 向 上 対 策 事 業 15,020 619 14,401

※ 土 地 利 用 型 作 物 振 興 事 業 10,000 10,000
バ イ オ マ ス 堆 肥 製 造 事 業 5,560 5,560

※ 水 田 農 業 経 営 確 立 対 策 事 業 7,085 5,639 1,446
新 庄 ま つ り 運 営 事 業 負 担 金 12,140 12,140
広 域 交 流 拠 点 施 設 費 等 分 担 金 48,030 48,030

※ 消 防 自 動 車 整 備 分 担 金 44,534 44,534
児 童 生 徒 個 別 支 援 事 業 19,521 5,745 13,776

※ 小 中 学 校 耐 震 診 断 業 務 委 託 19,280 19,280
市 民 活 動 交 流 ひ ろ ば 事 業 6,710 4,660 2,050

※ 山 形 県 ・ 新 庄 市 合 同 総 合 防 災 訓 練 負 担 金 720 720
市 民 ス キ ー 場 管 理 運 営 事 業 31,192 5,008 26,184

※印は新規事業

一般会計投資的経費以外の主要事業
（単位  千円）

事        業        名 事業費
内    訳
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

               政策経営課 企画政策室  

事 業 名 まちづくり総合計画策定事業 事 業 費 ３，０１４千円

 

■事業概要 

人口減少や少子高齢化の急速な進展、雇用問題、環境問題などの社会経済環境の大きな変化

に的確に対応し、持続可能な地域社会を構築するため、市政運営の根幹となる第４次新庄市振

興計画「新庄市まちづくり総合計画」を策定します。 

「まちづくり総合計画」は、行政運営のみならず市民の公益活動の長期的な指針となるもの

であるため、立案段階から市民参画のもと、広く意見を交換し、市民と行政の協働により策定

を進めます。 

 

■計画の構成 

まちづくりの基本的な方向（目指すべき将来像）を定めた
構想

基本的な施策を体系別に示した計画

具体的な事務事業を示した計画

新庄市まちづくり総合計画策定委員会で原案作成

市役所で内部調整の上、策定

■計画の期間  平成２３年度～平成３２年度（協議中） 

 

■策定体制 

新庄市振興計画審議会、新庄市まちづくり総合計画策定委員会、庁内策定会議等 

 

■策定の流れ 

新庄市まちづくり総合計画策定委員会は、新庄市政策調整会議及び課長会（庁内策定会議） 

並びに部門別課長会と検討・協議を重ね総合計画原案を策定し、新庄市長に提出します。新庄 

市長は、新庄市振興計画審議会へ総合計画案を諮問し、答申を受けて、基本構想については新 

庄市議会への上程・可決を経て策定し、市民等へ広く公表します。 

 

■市民意見の反映 

市長と語るまちづくり懇談会、市民アンケート調査、パブリックコメント等 

 

■主要事業費 

○委員報酬     ９００千円 

○計画書印刷費 ２，０１４千円 
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                   政策経営課 企画政策室   

事 業 名 国土利用計画策定事業 事 業 費 １，０６１千円

 
■概 要 

国土利用計画は、国土利用計画法第８条の規定に基づき策定される計画で、土地の利用に関 
し、市の基本的方針を定め、他の計画の基本となるものです。 

新庄市の国土利用計画については、昭和５７年７月に策定され、以来２度の見直しを行って 
きました。平成１４年３月に策定された第３次の新庄市国土利用計画は、平成２２年を目標と 
した計画であるため、これを継続させる計画が必要となります。 

また、少子高齢化、人口減少が進む中、空き家、空き店舗の増加、市街地の空洞化が進んで 
おり、経済情勢の悪化による雇用の問題など、市を取り巻く環境は大きく変わってきています。 
今後も、人口減少が想定される中、社会情勢を見極めながら、これからの新庄市のまちづくり 
に合わせた、新たな計画が必要となっています。 

今年３月に策定される県の国土利用計画を基本としながら、現在策定中のまちづくり総合計 
画との整合性を図るとともに、農業振興地域整備計画、都市計画等の土地利用計画との調整も 
図りながら、限られた資源である土地の計画的な利用を推進するため、第４次新庄市国土利用 
計画を策定するものであります。 

 
■国土利用計画の体系 

 
 
                                   

       基本とする 
 

 
 

                        
                           基本とする 
                  即する            即する 
 

 
 （都市計画、農振計画、森林計画等） 

 
■計画内容 

１．土地利用に関する基本構想 
２．利用目的に応じた区分ごとの規模の目標及びその地域別の概要 
３．目標を達成するために必要な措置の概要 

 
■基準年次 平成２０年 
■目標年次 平成３２年 

 
■事 業 費    １，０６１千円 

印刷製本費     ６０９千円 
現況図作成業務委託 ４５２千円 

 

 

国土形成計画 

山形県総合計画 

新庄市振興計画 
（基本構想） 

国土利用計画 
（全国計画） 

山形県 
国土利用計画 

新庄市 
国土利用計画 

土地利用基本計画 

土地利用関連計画 
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                   政策経営課 企画政策室 

事 業 名 省エネ・グリーン化推進事業 事 業 費 １７，０００千円

 
 ■事業目的 
  地球温暖化対策という喫緊の環境問題に対処するため、国は「地域グリーンニューディール 

基金事業」という補助事業を打ち出しました。これは、環境問題解決への取組みを地域が確実 
に実施し、当面の雇用創出と中長期的に持続可能な地域経済社会の構築につなげることを目的 
として創出された事業です。これを受け、本市においても、当事業により省エネやクリーンエ 
ネルギー活用に取り組み地球温暖化防止対策に努めます。 

 
 ■事業概要 
  ①現在、市役所庁舎に設置されている冷房設備を、省エネタイプの冷暖房設備に交換し、省 
   エネ対策に取り組みます。 
 
  ②市役所庁舎１階玄関ホール部分に、太陽光エネルギーを利用した LED 照明設備を設置し、 

自然エネルギー活用のモデル的展示を行い、普及啓蒙を図ります。 
 
 ■事業効果 
  市役所庁舎に省エネタイプの冷暖房設備を設置するとともに、太陽光エネルギーを活用した 
電力を照明に利用することにより、約３１ｔ／年の CO２削減効果が得られ、クリーンエネルギ 
ー活用の普及啓蒙も図られます。 

 
 ■Ｈ２２年度所要額 
  省エネタイプ冷暖房設備設置工事及び太陽光発電設備工事  １７，０００千円 
                        （国庫補助金１７，０００千円） 
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                福祉事務所 児童支援室  

事 業 名 子ども手当支給事業 事 業 費 ５２４，０８０千円

■趣 旨 
  次代の社会を担う子どもの育ちを支援するため、平成２２年度において、中学校修了前までの 

子どもに子ども手当を支給する制度が創設されました。 
 
■概 要 
【平成２２年度における子ども手当の支給に関する法律案の概要 平成２２年４月１日施行】 

①子ども手当の支給 
  ・中学校修了前までの子ども一人につき、月額１万３千円（所得制限なし）の手当を支給します。

  ・支給等の事務は、市区町村（公務員は所属庁）で行います。 
  ・支払月は、平成２２年６月、１０月、平成２３年２月、６月となります。 

②子ども手当は、児童手当法の規定に基づき、児童手当分の費用を国、地方、事業主が負担し、

それ以外の費用については、全額を国庫が負担（公務員については所属庁が負担）します。 
 

■事業費 
  子ども手当に係る費用負担 

【０歳～３歳未満】 
 
    （会社員等） 
 
 
 
    （会社員等以外） 
 
【３歳～小学校修了前】 

 
 
 
 
【中学生】 

 
 
 
 
 児童手当支給額   ２９８，６９０千円 
 子ども手当支給額  ５２４，０８０千円 

事業主 
7／10 

国 
1/10

県 
1/10

市 
1/10 

国 
10／10 

児童手当 １万円 子ども手当 ３千円

国 
1／3 

県 
1／3 

市 
1／3 

国 
10／10 

児童手当 １万円 子ども手当 ３千円

国 
1／3 

県 
1／3 

市 
1／3 

国 
10／10 

児童手当 ５千円又は１万円 子ども手当 ８千円

又は３千円 

国 
10／10 

子ども手当 １万３千円 
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                 福祉事務所 児童支援室  

事 業 名 北部保育所民営化事業 事 業 費 ６３，９１６千円

 
■目 的 

  保育所の民営化は、効率的な保育所運営の推進と、多様化する保育ニーズに柔軟に対応し、 
 保育所運営を通して総合的な子育て支援の充実を図ることを目的とします。 
  
■概 要 

  北部保育所の民営化の概要 
  １．実 施 日  平成２２年４月１日から 
  ２．移管先法人  社会福祉法人平和春秋会 新庄保育園 （平成２２年３月設立予定） 

３．基 本 内 容  ①入所申請・選定や保育料の決定等は市が今まで通り行います。 
           ②土地は無償貸与、建物設備等は無償譲渡とします。 
           ③現在行っている保育サービスを継続実施することを基本とし、新たに 

一時保育の実施、子育て支援センターを設置します。 
また、延長保育時間を拡大します。 

 
■事業費 

   運営費負担金        ５３，２８０千円（国 1／2、県 1／4、市 1／4） 
   延長保育事業補助金      ５，７３０千円（国 1／2、市 1／2） 
   一時保育事業補助金      １，３５０千円（国 1／3、県 1／3、市 1／3） 
   子育て支援拠点事業費補助金  ３，５５６千円（国 1／3、県 1／3、市 1／3） 
        計        ６３，９１６千円 
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                 福祉事務所 児童支援室  

事 業 名 保育所待機児童対策事業 事 業 費 ０千円

 
■目 的 

  近年、核家族化や女性の就業機会の増加などに伴い、３歳未満児の保育所入所希望が増えてき 
ています。新庄市においては、平成２１年度当初から３歳未満児の待機児童が発生しており、そ 
の傾向は今後も増えるものと予想されるため、その対応を図るものです。 

 
■経 過 

  現在、国の保育基準では、設備や保育内容について３歳未満児と３歳以上児を分離して保育す 
ることが定められています。３歳未満児の待機児童解消のためには、施設設備の改修を伴いますが、

保護者の要望に対応するため、平成２２年度から一部実施します。 
 
■対 応 

  中部保育所の３歳以上児の１室を２歳児室に変更し、３歳未満児の定員を１８名増とします。 
 

年     度 ２１年度 ２２年度 
３歳未満児定員 １５人 ３３人
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                   農林課 農政企画室  

事 業 名 農業振興地域整備計画総合見直し事業 事 業 費 ３５，７２４千円

 
【事業の目的】 

市の農業振興地域整備計画は、昭和６０年３月の策定以来その見直しが図られていないため、

現在の社会情勢の変化、農業を取り巻く諸施策の変化・人口減等、今置かれている実情と乖離し

ています。そのため、平成２２年度から平成２４年度の３年間で実態を把握するための基礎調査、

現況土地利用図の作成を実施し、将来に向けた本計画の総合的な見直しを行い、土地の有効活用

と農業の健全な発展を図ります。 
 
【事業の内容】 

  ■事業期間  平成２２年度～平成２４年度まで 
 

■総事業費  １０５，８１８千円 
  

■平成２２年度（１年目） 
   農用地区域面積について、精度を高めて把握することが求められます。現在の図面管理から 

一筆ごとにデータを管理する一筆管理に移行するため「デジタル地番図」を作成します。 
    ○地形図作成（新規図化） 

○デジタル地番図作成 
    ○土地課税資料電子化 
    ○基礎調査 
 

■平成２３年度（２年目） 
○農家意向調査→収集・集計・分析・解析 
○基礎資料作成→意向調査結果を基に作成 
○基礎資料付図の作成 
○基礎調査に基づく土地利用の見直し→課題の抽出・基本方針の策定 

                  土地利用現況・変更図・説明書の作成 
 
■平成２４年度（３年目） 

  ○整備計画書作成 
農用地利用計画・農業生産基盤の整備開発計画・農用地等の整備計画 
農業経営の規模拡大及び利用促進計画・農業近代化施設の整備計画 
農業を担うべき者の育成・確保施設の整備計画・農用地利用計画（地番表） 
農業従事者の安定的な就業の促進計画・生活環境整備計画 

   ○関係機関との調整 
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                    農林課 農林振興室   

事 業 名 若者園芸実践塾事業 事 業 費 ３１，９３７千円

 

農業従事者の減少と高齢化が進行する中、市の基幹産業である農業の発展、地域の活性化のため 

には、新たに農業を担う人材、特に青年農業者の育成・確保が急務となっています。併せて、米の 

生産抑制や米価の低迷が続く中、所得の向上を目指すには、農業経営基盤強化促進基本構想や新庄 

市水田農業ビジョンで掲げる園芸作物等の導入による複合経営の構築を進めて行く必要があります。

そのため、園芸作物等の栽培・経営ができる担い手の実践的養成機関を創設し、若者園芸実践塾 

事業を実施します。 

 

■概 要 

設置場所   新庄市エコロジーガーデン内 

設置主体   新庄市 

運営方法   市が若者園芸実践塾を開設し、業務を塾に委託します。 

尚、山形県及び関係機関、ＪＡ等からなる運営指導懇談会を設け、塾生への指導のあ

り方、実習、研修など指導内容に助言や意見をいただくとともに、専門的分野におい

ては、講師として実習や研修の指導に携っていただきます。 

実践品目   運営指導懇談会において、現時点における実践対象品目として山形県が推奨している

夏秋イチゴ「サマーティアラ」と有機野菜を検討しています。 

運営資金   新庄市からの業務委託金で賄います。 

塾生定員   園芸実践塾卒塾後、ハウス園芸農業を志す青年若干（５）名とする。塾生には支援金

として、卒塾時にハウス等施設整備に係る費用の１/２を補助します。 

講  師   常勤は農業専門技術者２名が交代で指導にあたります。その他、臨時講師として、農

業士をはじめ優れた経営を実践している農業者、県・農業大学校・ＪＡに在籍する農

業専門技術者、その他の識者などを予定しています。 

日  課   午前８時３０分～５時３０分までとします。 

塾は無休とし、塾生及び常勤講師は、原則として週休２日とします。 

開塾予定   ２２年１０月 

 

施設概要   敷地   ２８３０㎡ 

施設   パイプハウス ３棟      管理棟（プレハブ） １棟       

 

事業費内訳  工事請負費  ２２，７５０千円   （敷地造成、パイプハウス施設整備工事） 

備品購入費   ３，０５１千円   （除雪機械、保冷庫等） 

         運営業務委託料 ６，０００千円 

         その他事務費    １３６千円 

       計        ３１，９３７千円 
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                    農林課 バイオマス推進室  

事 業 名 ストックマネージメント事業負担金 事 業 費 １１，４６１千円

 
  新庄地区は、国営かんがい排水事業で平成元年より整備され、受益面積２，９８３ｈａに最上 
 川より取水し、かんがいしています。泉田川地区は、国営農業水利事業で整備された升沢ダムを 
 主水源とし、昭和４２年から供用開始され、その後、昭和６３年から平成４年まで国営造成土地 
 改良施設整備事業で更新や大規模改修を行い、受益面積１，５１６ｈａにかんがいしています。 
  これらの施設は築造や改修後、２０年が経過し老朽化が進行しています。そこで、機能診断結 
 果による劣化状況や進行予測をもとに、既存施設の改修計画をたて、長寿命化を図ることで財政 

負担の平準化をしつつ、施設を有効活用し、農業用水の安定確保による農家経営の維持を図るこ 
とを目的とする県事業です。 

 
 【内 容】 
   ・新 庄 地 区   清水・小月野揚水機場改修工事 一式 
            幹線用水路補修工事 一式 
            総事業費     ７３，５００千円 
            市負担割合         １０％  
 
   ・泉田川地区   水管理設備、取水ゲート、スクリーン改修工事 一式 
            幹線用水路補修工事 一式 

総事業費     ６３，０００千円 
            市町村負担割合       １０％  
            面積按分   新庄市 ６５．２５％ 
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                 商工観光課 商工振興室  

事 業 名 市内中小企業者等店自慢情報発信事業 事 業 費 ３，２２０千円

 
少子高齢化社会に突入し、今後一層地域の市場が縮小していく中にあり、市内中小企業者に 

とっては、販路の獲得は大きな課題になっています。課題解決の方向性としては、地域はもと 
より地域外へ販売するなど新たな顧客を獲得することが求められています。 

  積極的に外部への販路を拡大して行く方策の一つとして、市内中小企業者の「店自慢」とな 
る商品のホームページを作成し公開することにより、商品のＰＲ、販路拡大につなげて行く事 
業です。 

発信する情報は多目的に活用を図っていきます。 
 
   ・ホームページ作成業務委託料    ３，２２０千円 
     内訳  ・人件費 
         ・パソコン等借上料 
         ・事務費 
        
 

 

－10－



平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                 都市整備課 都市計画室 

事 業 名 五日町金沢線道路整備事業 事 業 費 ４５，０００千円

 
■目 的 
 安心安全な冬期交通確保に向けた消雪施設の再整備と路面損傷による水はね防止のため、 
舗装復旧工事を実施します。 
特に、本路線は緊急時の輸送道路にも位置づけされ、交通弱者が多く行き交う県立新庄 

病院も隣接している事から、一年を通し快適な道路空間を提供するため整備します。 
 
■概 要 

○ 全体事業概要  
 事業費 Ｃ＝１９３，０００千円  事業量 Ｌ＝４６０ｍ 

 
○ 事 業 年 度 
        Ｈ２１年度～Ｈ２４年度 

 

工種／路線名 
市道五日町金沢線 市道３号線 

事業量 事業費 
    （千円）

事業量 事業費 
 （千円）

１）井戸設備 一式

（H=180m）
48,100  

２）消雪（散水）設備 L=340m 17,300 L=20m 1,000

３）道路舗装復旧 
（３号線は道路改良舗装） A=2,380m2 10,600 L=110m 23,600

４）側溝整備 
（３号線は暗渠工） L=680m 39,600 L=120m 27,400

５）その他 測試 2,400 測試・用買・

補償 23,000

計  118,000  75,000
  
 

○ Ｈ２２年度内訳 
・事 業 費  C＝４５，０００千円   
・事業内容  消雪施設＆道路舗装復旧 L＝８０m 他  
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                  都市整備課 建築住宅室  

事 業 名 既存住宅ストック改善事業 事 業 費 ２２，７００千円

 
＜目的＞ 

  これまで新庄市で建設をしてきた市営住宅３５０戸の実態を調査し策定した「新庄市営住宅スト

ック総合活用計画」及び平成２１年度に雇用能力開発機構より譲渡を受けた東山団地８０戸の整備

計画に基づき、高齢者・障害者の居住に配慮した施設整備と老朽化した住戸の内・外装や設備の更

新を国の交付金を活用し、効率的で効果的な事業実施を行い市営住宅の居住環境の向上を図ること

を目的とします。 

 

＜今後の方針＞ 

  平成２６年度から「住宅ストック改善事業」の交付金採択の条件となる「長寿命化計画」を 

 策定し、既存施設の維持更新を計画的かつ継続的に行います。 

 

＜内容＞ 

   東山団地工事 

事業名 

東山団地１号棟スロープ設置工事 

事業費 

     事業費   ２０，０００千円  

     事務費      ８６０千円   

     合 計     ２０，８６０千円 （交付金８，９６９千円） 

 

   各団地 

   事業名 
      新庄市営住宅火災報知器設置工事 
   事業費 
     事業費    ２，７００千円  
     事務費      １１６千円  
     合 計    ２，８１６千円 （交付金１，２１０千円） 
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平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                    学校教育課 指導室  

事 業 名 小中一貫教育推進事業 事 業 費 ６５０千円

 

■目  的 

萩野学区に「施設一体型小中一貫教育校」を開校するための基本計画の策定業務を行います。 

平成２２年度に「新庄市小中一貫教育基本計画策定委員会」を立ち上げ、大学等との連携を図 

りながら、小中一貫教育に関する基本方針の検討や全体調整、学校への支援を行います。学識 

経験者、学校関係者、保護者・地域の代表、教育委員会事務局員で組織し、議会、地域説明会、 

教職員説明会等での意見を踏まえた上で、新庄市全体の方向性を示した小中一貫教育基本方針 

を策定します。 

 

 ■事業内容 

  この委員会の下部組織として、具体的な内容を検討するための２つの専門部会を設置し、現 

場の教職員や行政担当者を構成メンバーとして立案にあたります。 

 

ア カリキュラム編成部会  

    小中学校の９年間を見通した、新庄市の各地域における特色を活かしたモデルプランを 

   作成します。各学校における教育課程編成のよりどころとなる小中一貫教育のカリキュラ 

ムのモデルプランを、大学等の支援を得ながらモデル校の教職員を中心に、市内の教職員 

や学校教育課の指導主事が協力して作成します。新学習指導要領が、小学校は平成２３年 

度から、中学校は平成２４年度から完全実施されることを考慮し、平成２３年度末の完成 

を目指します。  

 

イ 施設整備部会 

    萩野地区に新設予定の「施設一体型小中一貫教育校」の校地・校舎の配置、学校施設・ 

設備の内容等、広範囲にわたってハード面の在り方について検討を行います。行政担当者、 

学校現場の代表者等で組織し、外部専門家や萩野地区の小中一貫推進委員会等の意見を参 

考にしながら、新校舎の建築、施設に関わる基本的なイメージを立案します。 

 

  また、各中学校区の小中一貫教育推進協議会と緊密に連携し、全体調整を図るとともに、各 

中学校区における小中一貫教育の成果と課題を明らかにしながら、必要により、小中一貫教育 

推進協議会で検討すべき事項の提示、助言や調整を行うなどの支援を行います。  

 

－13－



平成２２年度主要事業の概要 
                                                （担当課・室） 

                                     学校教育課 管理室 

事 業 名 学校施設耐震化事業 事 業 費 １３２，２８０千円

 
 ■目 的 
  平成７年に発生した阪神淡路大震災で被害を受けた建物を調査した結果、倒壊あるいは大破 

した建物は、建築基準法における新耐震基準（昭和５６年６月１日施行）施行前に建築された 
ものであることが判明しました。その教訓を活かし、地震災害時の児童生徒や教職員の安全を 
確保するとともに、地域住民の避難所としての機能を確保するため、新耐震基準を満たしてい 
ない学校施設の早急な耐震化を図ります。 
 
■対 象 
 新庄市の小中学校１４校６０棟のうち、新耐震基準を満たしていない１１校４３棟 
 
■事業内容 
 本市では対象となる学校施設が多いことから、どの学校施設から耐震診断を実施すべきか優 
先度を検討するための耐震化優先度調査を平成１７～１８年度に行いました。その結果、優先 
度の高い学校施設から順次耐震診断、補強設計、耐震化工事を行う計画です。 
 
■平成２２年度事業 
 平成２１年度に耐震診断を終えた学校施設に次いで優先度が高い、沼田小学校体育館１棟、 
新庄中学校校舎３棟及び体育館１棟、日新中学校校舎３棟及び体育館１棟について、平成２２ 
年度に耐震診断を行います。 
 ◎耐震診断業務委託 
    沼田小学校          ４，０００千円 
    新庄中学校、日新中学校   １５，２８０千円 
      計           １９，２８０千円（一般財源） 
 
 平成２１年度に耐震診断を終えた学校施設のうち、耐震補強が必要な新庄小学校２棟、沼田 
小学校１棟の校舎について、平成２２年度に耐震化工事を行います。 
 ◎耐震補強工事 
    新庄小学校、沼田小学校  １１３，０００千円（国庫補助率１／２） 
 
 

 

－14－












	内示資料.pdf
	当初予算内示資料.pdf
	当初予算内示資料3.pdf
	内示資料.pdf
	当初予算内示資料.pdf
	116 歳入歳出予算の総計表及び純計表.pdf
	1当初予算内示資料.pdf
	2-1当初予算内示資料.pdf
	3当初予算内示資料.pdf
	4当初予算内示資料.pdf


	主要事業の概要.pdf
	校正（農振見直し）.pdf
	主要事業説明目次.pdf
	校正（子ども手当）.pdf
	主要事業の概要（製本用）.pdf

	H22予算説明書.pdf



